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卓  話  ●谷口幸三会員

「私の会長の時間（抜粋）」 

 

本日の卓話は「私の会長の時間（抜粋）」ということで、

8 年前の会長時代の週報を改めて読んでみての回想です。 

2014 年 7 月 3 日第 1 回目の初例会は、川柳で「ニコニコ

と箱が微笑む初例会」ということで始まっていました。 

第 4 号（7 月 24 日）：ウクライナ上空でマレーシアの民間

航空機が親ロシア軍の地対空ミサイルによって撃墜され、

298 人が犠牲になっていました。クリミア半島がロシアに併合されたあの事件の時です。それを忘

れたかのように 2 月 24 日から今日現在も、プーチンによるウクライナ戦争が続いています。 

第 9 号（8 月 31 日）：観望例会（観望とは天体を見ることだそうです）で、西はりま天文台で BBQ

のあと「なゆた」で天体観測をしました。「なゆた」は、仏教のお経の中に出てくる「那由他」とい

う数の単位から来ております。一・十・百・千・万・億・兆・京…と続き、那由他は 0 が 72 個続く

という大きな数字です。ちなみにその上は不可思議、最後は無量大数だそうです。「千載一遇のチャ

ンス」といいますが、千×載（0 が 44 個）ですから、まさしく天文学的数字のチャンスということ

になります。 

第 15 号（10 月 16 日）：よく 100 年に一度とか 50 年に一度とか言われますが、50 年前を振り返

ってみました。東海道新幹線・東京モノレールが完成、NHK 大河ドラマ（赤穂浪士）の始まり、名

馬シンザンによる 3 冠馬、そして巨人の王の 3 冠王と続きます。ちなみにワンカップ大関もその当

時に新発売されました。この年の日本シリーズの最終戦は、わずか 15000 人しか観客が入らず、勝

った南海の野村捕手が「至上最低の盛り上がりやったな、無理もないわ 10 月 10 日は東京オリンピ

ックやもん」とぼやいたのです。野村監督の有名なボヤキはこれから始まったそうです。 

第 18 号（11 月 6 日）：野球ついでに、この年の日本シリーズはソフトバンクが優勝しています。

過去のプロ野球「好プレー珍プレー」を紹介しますと、まずやはり長嶋ですが、新人の年にホーム

ランを打って一塁ベースを踏まず、結果、記録は投手ゴロになり幻の本塁打となっております。新

人の記録として打率 305・本塁打 29・盗塁 37 で、もし一塁ベースを踏んでいたら新人としての 30・

30・30 を達成していました。 

次に阪神時代の田淵です。サイクル安打でなくて「サイクルアウト」を記録しています。まず 2

回に三振、4 回に 1 死一塁で三塁ゴロ併殺、そして 7 回に無死一二塁から捕手ゴロで三重殺の、わ

ずか三打席での快挙だそうです。 

極めつきの記録があります。キャッチャーライナーです。どうなったかといいますと、1985 年、

巨人の滝選手が放ったライナーが広島の安仁屋投手の右ヒザを直撃し，跳ね返ったボールが捕手の

ミットに直接収まったのだそうです。これが唯一のキャッチャーライナーという記録として残って

います。 

第 19 号（11 月 13 日）：先月新築になってお伺いした「しそう自立の家」の今井鎮雄さまが 11 月

3 日にご逝去されています。 

第 21 号（11 月 27 日）：西播ゴルフコンペで圓尾美佳会員がドラコンを二つ取り、なんとその二

つのホールで私と松本会員がそれぞれドラタンを分け合いました。これも好プレー珍プレーに入れ

ておきたいですね。 
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第 25 号（1 月 10 日）：新年例会ですが、この年をもって昭和 90 年となります。携帯電話登場 30

年、そして私の RC 歴 20 年目となった年でした。 

第 36 号（3 月 26 日）3 月は識字率向上月間ということで、全世界の識字率は 75％だそうです。

当然日本は世界一だと思っていましたが 99.0％で世界 35 位です。1 位はキューバで 99.9％、続い

てエストニア 99.8%、そしてラトビアも 99.8%です。 

第 39 号（4 月 16 日）：親睦家族旅行で京都に行っております。昼食をした「つる家」は、エリザ

ベス女王夫妻、鄧小平、チャールズ皇太子、ダイアナ妃、ゴルバチョフ等々多くの要人が食事をと

っておられます。お酒も美味しかったと記憶しています。ここで一句「酔っちゃった僕も祇園で迷

子さん」。 

 第 43 号（5 月 21 日）：高田俊夫先輩の葬式時の出来事でした。私の 1～2 席後方から誰かは分か

りませんがささやきが聞こえてきました。「高田さんは生前俳句をされていて、『朝顔につるべ取ら

れてもらい水』の句は加賀千代女じゃのうて実は自分が作ったんやで、とユーモア交えて解説して

もらったことがある」とのことでした。どんな解説かは気になりますが、今となっては知る由もあ

りません。きっと高田流の面白い落ちがあったと思います。この時に「白菊にユーモア取られもら

い泣き」を作っています。 

 第 48 号（6 月 25 日）：無事最終例会を終えることができました。 

 


